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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操舵輪を駆動するタイロッドと連動するステアリングラック部材と、このステアリング
ラック部材のラックと噛合うピニオンギアを有するピニオンシャフトと、このピニオンシ
ャフトと作動連結されるアクチュエータモータを備える車両のステアリング装置において
、前記ピニオンシャフトと同期回転する単一のウォームホイールギアを平歯車として形成
し、このウォームホイールギアに噛合い位置を互いに平歯車の軸線方向にずらして噛み合
っている複数のウォームギアを雄ねじ状歯車として形成するとともに、前記アクチュエー
タモータと同期回転するように設け、複数のアクチュエータモータを、ウォームホイール
ギアの平歯車とウォームギアの雄ねじ状歯車との噛合いを介して前記ピニオンシャフトに
作動連結し、前記ピニオンシャフトの軸線に対して傾斜角度を有する前記ウォームギアの
軸線およびステアリングラック部材の軸線を互いに平行に設け、複数設けるウォームギア
およびこれらウォームギアに同期回転するアクチュエータモータの軸線を、それらの軸線
をともに含む仮想平面の法線が鉛直より傾斜するように設けることを特徴とする車両のス
テアリング装置。
【請求項２】
　乗員により回動操作されるステアリングハンドルと、このステアリングハンドルの操作
量および操作方向を含む操作状態を検知する操作検知手段と、前記ステアリングハンドル
の操作状態に基づき操舵輪を操舵するようにアクチュエータモータを駆動する操舵制御装
置を備えることを特徴とする請求項１に記載の車両のステアリング装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は車両のステアリング装置に係り、特に、複数のアクチュエータモータを備え
る場合のアクチュエータモータ周囲構造の占有スペースをコンパクトにし、車両への搭載
性を向上し、パワー伝達系路の部品点数を削減し、伝達効率と耐久性を確保することがで
きる車両のステアリング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両のステアリング装置には、操舵輪を駆動するタイロッドと連動するステアリンクラ
ック部材と、このステアリングラック部材のラックと噛合うピニオンギアを有するピニオ
ンシャフトと、このピニオンシャフトと作動連結されるアクチュエータモータを備え、乗
員により回動操作されるステアリングハンドルの操作力を助勢するものがある。
【０００３】
　従来の車両のステアリング装置には、１つ又は２つのアクチュエータモータを設け、こ
のアクチュエータモータをステアリングシャフトやピニオンシャフト又はステアリングラ
ック部材に組み込んでいるものがある。
【特許文献１】特許第３５７２４６５号公報
【特許文献２】特開１９９５－１７２３２６号公報
【特許文献３】特開１９９３－２１３２１１号公報
【特許文献４】特許第２８４４９４３号公報
【特許文献５】特開２００４－３２９４１号公報
【特許文献６】特開１９９４－３４４９２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、車両のステアリング装置には、ステアリングシャフトとピニオンシャフトが
機械的に連結されていないものがある。このようなステアリング装置においては、操舵の
確実性を高めるために、操舵用のアクチュエータモータを２つ以上設ける必要がある。
【０００５】
　しかし、複数のアクチュエータモータをステアリングギアボックスに組付けるには、ス
ペースや部品点数が増加する問題がある。また、複数のアクチュエータモータを同時に作
動させた場合には、アクチュエータモータや減速ギア（ギア比）が異なっていたり、取付
け位置が離れていたりすると、個々のモータ出力に差が生じ、制御が複雑化してしまう問
題がある。
【０００６】
　また、従来の一般的なウォームギアとウォームホイールギアからなるギアセットは、各
ギアの軸線が直交している。そのため、ステアリングシャフトないしピニオンシャフトに
ウォームホイールギアを設ける場合には、それらのシャフトの軸心が傾斜すると、ウォー
ムギアに繋がるアクチュエータモータの軸線も傾斜してしまい、アクチュエータモータの
占有スペースが大きくなってしまい、車両への搭載性が低下する問題がある。
【０００７】
　例えば、前記特許文献１においては、図４に示すように、ステアリングギアボックスに
アクチュエータモータを設けても、ピニオンシャフトの軸線が傾斜していると、アクチュ
エータモータがステアリングラック部材から離れるように突出してしまうことになる。
【０００８】
　また、前記特許文献２においては、図１に示すように、一見すると、二つのアクチュエ
ータモータが軸線を平行にして対をなして並んで配置され、ピニオンシャフトの軸線方向
に沿って、二つのアクチュエータモータの軸線（ウォームギアの軸線）がずれて配置され
ているものがある。
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【０００９】
　しかし、雄ねじ状歯車をなすウォームギアに対し、雌ねじ状歯車をなすウォームホイー
ルギアでは、一つのウォームホイールギアの軸線方向に二つのウォームギアをずらして噛
み合わせることが難しく、駆動力の伝達効率と耐久性を確保することが困難になる問題が
あり、この結果、特許文献２の図１に示すよう２つのウォームホイールギアを設けなけれ
ばならず、パワー伝達系路の部品点数が増加する問題がある。
【００１０】
　これに対して、前記特許文献３においては、図２に示すように、ウォームホイールギア
に対するウォームギアの噛合いに配慮して、二つのアクチュエータモータをピニオンシャ
フトの直径方向対向位置において互いに接線方向反対側に位置させているが、アクチュエ
ータモータをコンパクトに配置できたとしても、二つのウォームギアの噛み合いをウォー
ムホイールギアの軸線方向にずらすことが困難であり、望むような耐久性が得られない問
題がある。
【００１１】
　さらに、前記特許文献４においては、図１に示すように、アクチュエータモータとステ
アリングシャフトとを平歯車のギアセットで連絡しているが、平歯車どうしを噛合わせで
はギアセットの減速比を大きく取ることがスペースの問題から難しい。そのため、平歯車
のギアセットでは、アクチュエータモータの小型化や、減速比によるトルクアップが望め
ない問題がある。
【００１２】
　また、アクチュエータモータを二つとする場合は、駆動軸である二つのアクチュエータ
モータのモータシャフトと従動軸であるステアリングシャフトとを含めて３軸が平行に並
ぶ構造なので、ステアリングラック部材周囲にコンパクトにまとめることができない問題
がある。
【００１３】
　この発明は、車両のステアリング装置について、複数のアクチュエータモータを備える
場合のアクチュエータモータ周囲構造の占有スペースをコンパクトにし、車両への搭載性
を向上し、パワー伝達系路の部品点数を削減し、伝達効率と耐久性を確保することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この発明は、操舵輪を駆動するタイロッドと連動するステアリングラック部材と、この
ステアリングラック部材のラックと噛合うピニオンギアを有するピニオンシャフトと、こ
のピニオンシャフトと作動連結されるアクチュエータモータを備える車両のステアリング
装置において、前記ピニオンシャフトと同期回転する単一のウォームホイールギアを平歯
車として形成し、このウォームホイールギアに噛合い位置を互いに平歯車の軸線方向にず
らして噛み合っている複数のウォームギアを雄ねじ状歯車として形成するとともに、前記
アクチュエータモータと同期回転するように設け、複数のアクチュエータモータを、ウォ
ームホイールギアの平歯車とウォームギアの雄ねじ状歯車との噛合いを介して前記ピニオ
ンシャフトに作動連結し、前記ピニオンシャフトの軸線に対して傾斜角度を有する前記ウ
ォームギアの軸線およびステアリングラック部材の軸線を互いに平行に設け、複数設ける
ウォームギアおよびこれらウォームギアに同期回転するアクチュエータモータの軸線を、
それらの軸線をともに含む仮想平面の法線が鉛直より傾斜するように設けることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明の車両のステアリング装置は、平歯車のウォームホイールギアと雄ねじ状歯車
のウォームギアとの歯当りを適正に設定することによって、ウォームホイールギアの軸線
とウォームギアの軸線とが直交しないようにすることができ、軸線が長いものほど互いの
最も離間する距離が小さく、コンパクトになり、また、平歯車を使用しても、歯の進み送
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り方向が対向せず傾斜するので、不快な振動なども小さい。
　このため、この発明の車両のステアリング装置は、複数のアクチュエータモータを備え
る場合のアクチュエータモータ周囲構造の占有スペースをコンパクトにし、車両への搭載
性を向上し、パワー伝達系路の部品点数を削減し、伝達効率と耐久性を確保することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　この発明の車両のステアリング装置は、複数のアクチュエータモータを、ウォームホイ
ールギアの平歯車とウォームギアの雄ねじ状歯車との噛合いを介してピニオンシャフトに
作動連結したことにより、ウォームホイールギアの軸線とウォームギアの軸線とが直交し
ないようにしてコンパクトにし、また、歯の進み送り方向を傾斜させて不快な振動などを
小さくし、アクチュエータモータ周囲構造の占有スペースをコンパクトにし、車両への搭
載性を向上し、パワー伝達系路の部品点数を削減し、伝達効率と耐久性を確保するもので
ある。
　以下図面に基づいて、この発明の実施例を説明する。
【実施例】
【００１７】
　図１～図７は、この発明の実施例を示すものである。図７において、１は車両、２はス
テアリング装置である。この車両１のステアリング装置２は、操舵輪３を駆動するタイロ
ッド４と連動するステアリングラック部材５と、このステアリングラック部材５のラック
６と噛合うピニオンギア７を有するピニオンシャフト８と、このピニオンシャフト８と作
動連結されて操舵輪３を駆動するアクチュエータモータ、この実施例では複数の第１・第
２アクチュエータモータ９・１０を備えている。
【００１８】
　前記ステアリングラック部材５とピニオンシャフト８とは、ステアリングギアボックス
１１内に設けられ、ラック６をピニオンギア７に噛み合わせている。前記ステアリングギ
アボックス１１の上方には、モータギアハウジング１２が取り付けられ、前記第１・第２
アクチュエータモータ９・１０が設けられている。モータギアハウジング１２の上方には
、センサハウジング１３が取り付けられ、ピニオンシャフト８の回転角を操舵角として検
知する操舵角検知手段である複数の操舵角センサ１４が設けられている。
【００１９】
　ステアリング装置２は、第１・第２アクチュエータモータ９・１０によりピニオンシャ
フト８を回動させ、この回動運動をラック６とピニオンギア７とにより直線運動に変換し
てステアリングラック部材５に伝達し、タイロッド４を介して操舵輪３を操舵角センサ１
４の検出する操舵角に操舵する。
【００２０】
　この車両１のステアリング装置２は、操舵輪３を電気的に操舵する、いわゆるステアリ
ングバイワイヤ方式のステアリング装置であり、乗員により回動操作されるステアリング
ハンドル１５と、このステアリングハンドル１５の操作量及び操作方向を含む操作状態を
検知する操作検知手段である複数の角度センサ１６と、ステアリングハンドル１５の操作
状態に基づき操舵輪３を操舵するように前記第１・第２アクチュエータモータ９・１０を
駆動する操舵制御装置１７を備えている。
【００２１】
　前記ステアリングハンドル１５は、ステアリングシャフト１８をステアリングコラム１
９に回動可能に支持されている。ステアリングコラム１９の下方には、センサハウジング
２０を取り付け、前記角度センサ１６を設けている。前記第１・第２アクチュエータモー
タ９・１０と操舵角センサ１４と角度センサ１６とは、操舵制御装置１７に接続されてい
る。
【００２２】
　ステアリング装置２は、操舵制御装置１７によって、角度センサ１６の検出するステア
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リングハンドル１５の操作状態に基づき操舵輪３を操舵するように、操舵角センサ１４の
検出する操舵角になるように第１・第２アクチュエータモータ９・１０を駆動する。
【００２３】
　また、このステアリング装置２には、ステアリングコラム１９にステアリングハンドル
１５の回動操作に反力を作用させる操作反力モータ２１を設け、操作制御装置２２に接続
している。操作制御装置２２は、角度センサ１６の検出するステアリングハンドル１５の
操作状態に基づき、ステアリングシャフト１８に操作反力を作用させるように操作反力モ
ータ２１を駆動する。
【００２４】
　なお、ステアリングハンドル１５の回動操作に反力を作用させる手段としては、前記操
作反力モータ２１、操作制御装置２２以外にも、ステアリングシャフト１８に機械的に操
作反力を作用させる機械式の反力発生機構２３をステアリングコラム１９に設けることが
できる。
【００２５】
　この車両１のステアリング装置２は、図４・図５に示すように、ピニオンシャフト８と
作動連結されて操舵輪３を駆動する複数の第１・第２アクチュエータモータ９・１０を備
えている。第１・第２アクチュエータモータ９・１０は、図４に示すように、ピニオンシ
ャフト８に対して左側においてこのピニオンシャフト８の軸線Ｃ１を第１・第２アクチュ
エータモータ９・１０の各軸線Ｃ２・Ｃ３が両側から挟むように、且つ、図５よに示すよ
うに、第１・第２アクチュエータモータ９・１０の各軸線Ｃ２・Ｃ３がステアリングラッ
ク部材５の軸線Ｃ４と平行するように、モータギアハウジング１２に設けている。
【００２６】
　これにより、このステアリング装置２は、一つのピニオンシャフト８に対して、二つの
第１・第２アクチュエータモータ９・１０をステアリングラック部材５と平行に、且つ、
同じ方向に組付けることで小型化が可能となり、組付け性・部品点数の点で有利とするこ
とができる。
【００２７】
　２つの第１・第２アクチュエータモータ９・１０は、図６（Ａ）に示すように、ピニオ
ンシャフト８の軸線Ｃ１を鉛直にすることに対して、図６（Ｂ）に示すように、ピニオン
シャフト８の軸線Ｃ１を後側に傾斜させることにより、モータギアハウジング１２の前後
において上下に位置をずらして設けている。
【００２８】
　図６（Ａ）に示すように、ピニオンシャフト８の軸線Ｃ１を鉛直にした場合には、後ろ
側の第１のアクチュエータモータ９に走行風が当たり難いことから、前側の第２アクチュ
エータモータ１０のモータ熱の影響を受けやすくなり、モータ温度が上昇して内部のコイ
ルインピーダンスが増加し、モータ電流（出力）が低下する結果、二つのモータ特性差が
大きくなり、操舵特性及びモータ寿命に影響が生じる場合がある。
【００２９】
　これに対して、このステアリング装置２は、図６（Ｂ）に示すように、ピニオンシャフ
ト８の軸線Ｃ１を後側に傾斜させた場合には、モータギアハウジング１２の前後において
第１・第２アクチュエータモータ９・１０を上下に位置をずらしていることから、両方の
第１・第２アクチュエータモータ９・１０に走行風を充分に当てることができるため、二
つのモータ特性差が大きくなることがなく、操舵特性及びモータ寿命に影響を生じること
がない。
【００３０】
　このステアリング装置２は、図１に示すように、第１・第２アクチュエータモータ９・
１０によりウォームホイールギア２４及び第１・第２ウォームギア２５・２６の噛み合い
を介してピニオンシャフト８を回動させ、この回動運動をラック６とピニオンギア７とに
より直線運動に変換してステアリングラック部材５に伝達し、タイロッド４を介して操舵
輪３を操舵する。
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【００３１】
　前記ウォームホイールギア２４は、ピニオンシャフト８に設けられ、このピニオンシャ
フト８と同期回転する平歯車として形成している。このウォームホイールギア２４に噛合
う第１・第２ウォームギア２５・２６は、第１・第２アクチュエータモータ９・１０の第
１・第２モータシャフト２７・２８に夫々設けられ、これら第１・第２アクチュエータモ
ータ９・１０と同期回転する雄ねじ状歯車として形成している。第１・第２アクチュエー
タモータ９・１０は、ウォームホイールギア２４の平歯車と第１・第２ウォームギア２５
・２６の雄ねじ状歯車との噛合いを介してピニオンシャフト８に作動連結している。
【００３２】
　これにより、このステアリング装置２は、平歯車のウォームホイールギア２４と雄ねじ
状歯車の第１・第２ウォームギア２５・２６との歯当りを適正に設定することによって、
図２に示すように、ウォームホイールギア２４の軸線Ｃ１と第１・第２ウォームギア２５
・２６の軸線Ｃ２・Ｃ３とが直交しないようにすることができ、軸線が長いものほど互い
の最も離間する距離が小さく、コンパクトになり、また、平歯車を使用しても、歯の進み
送り方向が対向せず傾斜するので、不快な振動なども小さくなる。
【００３３】
　このため、このステアリング装置２は、複数の第１・第２アクチュエータモータ９・１
０を備える場合のアクチュエータモータ周囲構造の占有スペースをコンパクトにし、車両
１への搭載性を向上し、パワー伝達系路の部品点数を削減し、伝達効率と耐久性を確保す
ることができる。
【００３４】
　また、このステアリング装置２は、図２に示すように、ピニオンシャフト８の軸線Ｃ１
と第１・第２ウォームギア２５・２６の軸線Ｃ２・Ｃ３とに（直交を除く）傾斜角度θ１
を与え、ピニオンシャフト８の軸線Ｃ１とステアリングラック部材５の軸線Ｃ４とに（直
交を除く）傾斜角度θ２を与えている。この実施例においては、傾斜角度θ１と傾斜角度
θ２とを同一値（θ１＝θ２）として、第１・第２アクチュエータモータ９・１０をステ
アリングラック部材５と平行するように設けている。
【００３５】
　これにより、このステアリング装置２は、ピニオンシャフト８を設置する際に軸方向の
設置自由度を向上することができ、車両１への搭載性を向上することができる。ピニオン
シャフト８の端部に操舵角センサ１４を設ける場合は、取付位置を選択するなどの自由度
を確保できる。これは、操舵角センサ１４を設けたセンサハウジング１３が後述のように
車室３０内に入り込む場合に特に有効で、乗員の足下スペースに余裕を生むことができる
。
【００３６】
　また、このステアリング装置２は、ピニオンシャフト８を傾斜させることで、ウォーム
ホイールギア２４に対する第１・第２ウォームギア２５・２６とピニオンギア７に対する
ラック６との各ギア結合部を最も効率の良い角度にすることができるため、モータ電流を
小さく抑えることができ、且つ、コンパクトにまとめて小型化することができる。
【００３７】
　さらに、このステアリング装置２は、図１に示すように、ウォームホイールギア２４を
単一とし、複数の第１・第ウォームギア２５・２６の雄ねじ状歯車がウォームホイールギ
ア２４の平歯車との噛合い位置を、互いに平歯車の軸線方向であるウォームホイールギア
２４が設けられたピニオンシャフト８の軸線Ｃ１方向にずらして噛み合っている。つまり
、ウォームホイールギア２４と第１・第ウォームギア２５・２６との噛み合う位置は、ウ
ォームホイールギア２４の歯幅方向の中心Ｃ０からそれぞれ等しい離間距離Ｕ・Ｌで上下
に離れる位置としている。
【００３８】
　これにより、このステアリング装置２は、第１・第２ウォームギア２５・２６がウォー
ムホイールギア２４の同じ円周上の個所で噛み合う場合に比べて、別々の円周上の位置で
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噛み合っているので摩耗に対して有利となり、第１・第２ウォームギア２５・２６による
ウォームホイールギア２４の歯当り部分の偏磨耗を低減することができ、ウォームホイー
ルギア２４の耐久性を確保することができ、平歯車のウォームホイールギア２４を使用し
ているので、通常のウォームホイールギアが削減できるため、コンパクト化することがで
きる。
【００３９】
　また、このステアリンク装置２は、図１に示す離間距離Ｕ・ＬをＵ＝Ｌとし、二つの第
１・第２ウォームギア２５・２６のウォームホイールギア２４に噛み合う個所が重ならな
い範囲で、できる限りこの離間距離Ｕ・Ｌを小さくする（中心Ｃ０に近づける）ことで、
モータギアハウジング１２を小型化することができ、かつ、二つの第１・第２アクチュエ
ータモータ９・１０の駆動による平歯車であるウォームホイールギア２４ヘの影響を最小
にすることできる。
【００４０】
　さらにまた、このステアリング装置２は、図２に示すように、ピニオンシャフト８の軸
線Ｃ１に対して（直交を除く）傾斜角度θ１を有する第１・第２ウォームギア２５・２６
の軸線Ｃ２・Ｃ３およびステアリングラック部材５の軸線Ｃ４を互いに平行に設け、複数
設ける第１・第２ウォームギア２５・２６およびこれら第１・第２ウォームギア２５・２
６に同期回転する第１・第２アクチュエータモータ９・１０の第１・第２モータシャフト
２７・２８を、それら第１・第２モータシャフト２７・２８をともに含む仮想平面Ｐの法
線Ｓが鉛直より傾斜するように設けている。
【００４１】
　これにより、このステアリング装置２は、ピニオンシャフト８の傾斜角度と、ウォーム
ホイールギア２４の平歯車と第１・第２ウォームギア２５・２６の雄ねじ状歯車との噛合
い位置の歯当たり面角度を平行にすることで、ステアリングラック部材５周りに２つの第
１・第２アクチュエータモータ９・１０をコンパクトに配置することができる。
【００４２】
　また、このステアリング装置２は、図３に示すように、エンジンルーム２９と車室３０
とを区画する車体パネル３１にシール３２によりピニオンシャフト８を水密に挿通し、ピ
ニオンシャフト８上部のセンサハウジング１３に組付けられている操舵角センサ１４を、
エンジンルーム２９側のモータギアハウジング１２に対して車体パネル３１を挟んで車室
３０側に配設している。
【００４３】
　これにより、このステアリング装置２は、操舵角センサ１４を車室３０側に配設してい
るので、操舵角センサ１４に非防水品の使用が可能となり、コストや配線の点で有利とす
ることができる。
【００４４】
　さらに、このステアリング装置２は、乗員により回動操作されるステアリングハンドル
１５と、このステアリングハンドル１５の操作量及び操作方向を含む操作状態を検知する
操作検知手段である複数の角度センサ１６と、ステアリングハンドル１５の操作状態に基
づき操舵輪３を操舵するように第１・第２アクチュエータモータ９・１０を駆動する操舵
制御装置１７を備え、いわゆるステアリングバイワイヤ方式のステアリング装置としてい
る。
【００４５】
　これにより、このステアリング装置２は、フェールセーフを含めて複数の第１・第２ア
クチュエータモータ９・１０を設置する必要がある装置に、非常に有効である。
【００４６】
　なお、このステアリング装置２は、第１・第２アクチュエータモータ９・１０をピニオ
ンシャフト８の左側に配設したが、車両１での他部品との干渉がなければ、左右位置に限
定されるものでなく、中心でも左右どの位置でも良い。また、ピニオンシャフト８の傾斜
は、車両１の左右だけでなく前後方向への傾斜もよく、第１・第２アクチュエータモータ
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９・１０がステアリングラック部材５よりも下側になっても良い。
【００４７】
　さらに、このステアリング装置２は、第１・第２アクチュエータモータ９・１０の位置
を横並びに平行に配設したが、横並びでなくてもよく、ピニオンシャフト８の軸線Ｃ１中
心を挟んで左右に一直線上に配設しても良い。さらにまた、このステアリング装置２は、
いわゆるステアリングバイワイヤ方式としているが、ピニオンシャフト８とウォームホイ
ールギア２４との間にクラッチを設けて、一般のパワーステアリング装置に適用しても良
い。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　この発明の車両のステアリング装置は、不快な振動などを小さくし、アクチュエータモ
ータ周囲構造の占有スペースをコンパクトにして車両への搭載性を向上し、パワー伝達系
路の部品点数を削減し、伝達効率と耐久性を確保するものであり、ステアリングハンドル
を備えた乗り物全般（例えば、船舶、スノーモビル等）のステアリング装置であって、ス
テアリングギアボックスを有するものに応用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】ステアリング装置の実施例を示すステアリングギアボックス及びモータギアハウ
ジングの拡大断面図である。
【図２】ピニオンシャフトと第１・第２アクチュエータモータとステアリングラック部材
との関係を示すステアリング装置の要部立面図である。
【図３】センサハウジングを車室内に配置したステアリング装置の要部立面図である。
【図４】ステアリング装置の一部省略平面図である。
【図５】ステアリング装置の立面図である。
【図６】（Ａ）は図５の矢視ＶＩによるピニオンシャフトの軸線が鉛直な状態の側面図、
（Ｂ）は図５の矢視ＶＩによるピニオンシャフトの軸線が後側傾斜した状態の側面図であ
る。
【図７】ステアリング装置のシステム構成図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　車両
　２　ステアリング装置
　３　操舵輪
　４　タイロッド
　５　ステアリングラック部材
　６　ラック
　７　ピニオンギア
　８　ピニオンシャフト
　９　第１アクチュエータモータ
　１０　第２アクチュエータモータ
　１１　ステアリングギアボックス
　１２　モータギアハウジング
　１３　センサハウジング
　１４　操舵角センサ
　１５　ステアリングハンドル
　１６　角度センサ
　１７　操舵制御装置
　２４　ウォームホイールギア
　２５　第１ウォームギア
　２６　第２ウォームギア
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　２７　第１モータ軸
　２８　第２モータ軸

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】
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